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柱３-２-（２） 大規模事業等のリスク管理 

                                                                                                           

２年度目標の達成状況 

目標 ２年度実績 
２年度目標 
の評価 

３年度目標 
（設定・変更等） 

２年度 大規模事業等の
実施に伴うリスク管理の
仕組みの構築 

３年度 10 億円以上の大
規模事業等に関わる所属
において仕組みを導入し
ている割合 100％ 

※４年度以降の目標は、
３年度の進捗状況を踏
まえて設定 

・大規模事業の実施に伴う
リスク管理について、３
年度に各所属へ導入して
いく仕組みとして、自律
的なリスク管理を行うた
めのツールを作成するこ
とにより構築した。 

達成 10 億円以上の大規模事業に関
わる所属（２年度末現在 ５所
属）において仕組みを導入して
いる割合 100％ 

 

（理由） 

10 億円以上の大規模事業に
関わる所属数の最新の状況を
反映するため、括弧内で補記 

 

２年度取組の実施状況 

２年度の取組内容 
２年度の主な 
取組実績 

課題 
３年度の取組内容 

（課題に対する対応） 

① 有識者会議を活用した
統括的なリスク管理 

・本市財政に影響を与え
る大規模事業の実施に
あたり、「大阪市大規模
事業リスク管理会議」に
おいて、外部の有識者の
意見又は助言を求める
とともに、市として必要
な対策を講じることに
より、統括的なリスク管
理の強化を図る。 

・第７回「大阪市大規模事
業リスク管理会議」を３
年１月に開催し、大規模
事業のリスク管理状況
を報告の上、外部有識者
から意見聴取し、今後想
定される増額要素を含
めた事業費での事業計
画変更を行うなど、統括
的なリスク管理の強化
を図った。 

 

・６年度に、事
業所管所属に
おいて自律的
なリスク管理
ができている
状態を目指し
て、全市的な
リスク管理を
強化する取組
について、検
証・改善しつ
つ進めていく
必要がある。 

 

・統括的なリスク管理の強
化を図ることを目的に、
有識者会議を継続して実
施し、聴取した意見の内
容によって、市として必
要な対策等を講じる。（通
年） 

② 全市的なリスク管理の
促進 

・事業の意思決定に携わ
る課長級職員に対して
リスク管理の重要性や
手法に関する研修等を
実施し、リスク管理に関
する専門的な知識を持
った職員の育成を図る。
さらに、大規模事業等の
実施に伴うリスクにつ
いて、事業所管所属にお
いて、より自律的なリス
ク管理を行うためのツ
ール作成等、仕組みを構
築する。 

・研修を実施し、リスク管
理に関する専門的な知
識を持った課長級職員
の育成を図った 

・自律的なリスク管理を
行うためのツールを作
成した。 

・10 億円以上の大規模事業
等に関わる所属におい
て、自律的なリスク管理
体制を導入していく。（通
年） 
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柱３-２-（２） 大規模事業等のリスク管理 
                                                                                                           

３年度目標の達成状況 

目標 ３年度実績 
３年度目標 
の評価 

４年度以降目標 
（設定・変更等） 

10 億円以上の大規模事
業等に関わる所属（２年
度末現在 ５所属）におい
て仕組みを導入している
割合 100％ 

・10億円以上の大規模事業
等に関わる５所属（３年
度末現在 建設局、計画
調整局、大阪港湾局、万
博推進局、都市整備局）
において仕組みを導入し
た。 

達成 ４年度 前年度に導入したリス
ク管理の仕組み36を活用し、リ
スク評価や対応策の見直しな
どが事業所管所属において継
続実施されている割合 100％ 

５年度 大規模事業等に係る財
務リスクの管理について、組織
的・自律的に事業所管所属にお
いて継続実施されている割合 
100％ 

（理由） 

３年度の進捗状況を踏まえ
て４年度以降の目標を設定す
るとしていたため。 

 

３年度取組の実施状況 

３年度の取組内容 
３年度の主な 
取組実績 

課題 
４年度の取組内容 

（課題に対する対応） 

① 有識者会議を活用した
統括的なリスク管理 

・総括的なリスク管理の
強化を図ることを目的
に、有識者会議を継続し
て実施し、聴取した意見
の内容によって、必要な
対策等を講じる。 

・３年度には各事業のモ
ニタリング結果を踏ま
え３事業を対象に２回
会議を開催し、外部有識
者から聴取した意見を
受けてリスク管理票を
見直すなど、総括的なリ
スク管理の強化を図っ
た。 

・大規模事業の
リスク管理に
ついて、より
効果的・効率
的に実施でき
るよう、全市
的に取り組ん
でいく必要が
ある。 

・取組内容④として継続実
施 

② 全市的なリスク管理の
促進 

・10 億円以上の大規模事
業等に関わる所属にお
いて、自律的なリスク管
理体制を導入していく。 

・リスクの評価基準等を
整理したリスク管理ツ
ールを提供するととも
に、ツールを活用した
研修を実施するなど、
10 億円以上の大規模事
業等に関わる５所属
（建設局、計画調整
局、大阪港湾局、万博
推進局、都市整備局）
の課長級を対象にリス
ク管理の仕組みの導入
を図った。 

・取組内容③として継続実
施 

                                                      
36 リスクの顕在化によって過大な本市負担が生じないよう 、その発生要因を識別してその重大性を評価し、これに応じた対応策を

講じるとともに、その有効性を評価して必要に応じて見直すという、一連のリスクの管理に係るプロセスをさす。 
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   ③ 全市的なリスク管理の
実現 

・事業所管所属におけるリ
スク管理の取組状況を把
握するとともに、その状
況に応じて研修等の実施
やツールの提供等を行う
ことにより、リスク管理
の強化を図る。 

  ④ 全市的なリスク管理の
強化に向けた外部有識
者意見の活用 

・大規模事業等のうち特に
本市財政への影響が大き
い事業（本市負担が概ね
500 億円を超える事業）を
対象に、リスクの管理の
取組状況を確認するとと
もに、必要に応じて財務
リスク管理に関して外部
有識者から意見又は助言
を求めることにより、全
市的なリスク管理の強化
を図る。 

 

  


